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月の 歳 時記７

空
に
向
か
っ
て
大
き
な
花
を
咲
か
す

　
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
は
、
中
国
原
産
の
落
葉
性

つ
る
植
物
で
、
夏
に
鮮
や
か
な
朱
橙
色
の
ラ
ッ

パ
形
の
花
を
房
状
に
咲
か
せ
ま
す
。
平
安
時
代

に
日
本
へ
渡
来
し
、「
凌

り
ょ
う
し
ょ
う
か
ず
ら

霄
花
」
と
呼
ば
れ
た

も
の
が
訛
っ
て
現
在
の
名
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
太
陽
の
光
を
好
み
、樹
木
や
フ
ェ
ン
ス
、

パ
ー
ゴ
ラ
な
ど
に
絡
み
な
が
ら
伸
び
る
姿
は
、

真
夏
の
風
景
を
一
気
に
華
や
か
に
し
て
く
れ
ま

す
。
開
花
期
は
お
お
む
ね
7
〜
8
月
で
、
長
く

咲
き
続
け
る
の
も
特
徴
で
す
。

　
花
言
葉
は
「
名
声
」「
名
誉
」「
栄
光
」
な
ど

で
、
空
に
向
か
っ
て
勢
い
よ
く
枝
を
伸
ば
し
、

大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
姿
に
由
来
す
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
公
園
や
住
宅
街
で
も
見
つ
け
や
す

く
、
暑
い
季
節
に
元
気
を
く
れ
る
花
木
で
す
。

　
大
阪
府
で
は
、
大
泉
緑
地
（
堺
市
北
区
）
な

ど
府
営
・
市
立
の
大
規
模
公
園
で
、
パ
ー
ゴ
ラ

や
フ
ェ
ン
ス
に
絡
む
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
が
夏
の

彩
り
に
な
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
神
戸
市
立
須
磨

離
宮
公
園
（
神
戸
市
須
磨
区
）
や
大
和
文
華
館

（
奈
良
市
）
な
ど
の
庭
園
で
も
、
橙
色
の
花
が

夏
空
に
映
え
る
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

シティ信金行事予定

7/1 水 全国安全週間（〜 7 日）

2 木 半夏生

3 金 大安

7 火 七夕　小暑

9 木 大安

11 土 杭
く ま た

全神社 夏祭（〜 14 日）

19 日 大安

20 月 海の日　中小企業の日

23 木 大暑

24 金 大阪天満宮 天神祭（〜 25 日）

25 土 大安

26 日 土用の丑

31 金 大安

8/5 水 全国高等学校野球選手権大会開幕
（〜 22 日）

6 木 広島平和記念日　大安

7 金 立秋

9 日 ながさき平和の日

シティ信金協賛等行事予定

7月

●�シティ信金写経会
　8日 午前９時から
　奈良西ノ京 薬師寺にて

●内外情勢調査会大阪シティ支部７月例会
　９日　正午から
　帝国ホテル大阪にて
　講師：宇宙航空研究開発機構（JAXA）
　　　　名誉教授　的川 泰宣 氏

●�地元への奉仕活動（清掃）
　全店舗で実施

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ

鳥
・
藤
原
の
宮

き
ゅ
う

都と

、
世
界

遺
産
へ
―
。
朗
報
が
届

い
た
の
は
６
月
初
め
。
国

の
礎
を
作
っ
た
と
さ
れ
る「
大
化
の

改
新
」の
地
で
あ
る
。「
日
本
に
京
都

が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」と
い
う
コ
ピ

ー
が
あ
る
が
、
た
め
ら
い
な
く
パ
ク

り
が
口
を
つ
い
て
出
た
。「
日
本
に

奈
良
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
の
は
飛

鳥
・
藤
原
両
宮
跡
は
じ
め
、「
飛
鳥

美
人
」の
壁
画
で
知
ら
れ
る
高
松
塚

古
墳
、
蘇
我
馬
子
の
墓
説
が
あ
る
石

舞
台
古
墳
、
用
途
に
諸
説
あ
る
酒
船

石
遺
跡
な
ど
19
資
産
。
明
日
香
村
、

橿
原
市
、桜
井
市
に
点
在
し
て
い
る
。

　
「
６
世
紀
末
か
ら
8
世
紀
初
め
の
、

日
本
で
初
め
て
中
央
集
権
体
制
が
成

立
し
た
過
程
を
示
す
遺
跡
群
」と
い

う
日
本
側
の
ア
ピ
ー
ル
が
、
世
界
史

の
視
点
で
ど
う
評
価
さ
れ
る
か
が
ポ

イ
ン
ト
だ
っ
た
が
、「
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
古
代
都
市
の
形
成
過
程
の
重

要
な
証
拠
」と
認
定
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
御み

井い

敬け
い

三ぞ
う

さ
ん（
１
９
１
８-

７ 

１
年
）の
名
前

が
即
座
に
浮
か
ん
だ
。
今
回
の「
19

資
産
」の
う
ち
15
が
集
中
す
る
明
日

香
村
に
大
阪
か
ら
移
り
住
み
、
明
日

香
村
特
別
措
置
法
の
法
制
化
と
飛
鳥

保
存
財
団
設
立
に
尽
力
し
、
53
歳
で

急
逝
し
た
全
盲
の
鍼
灸
師
で
あ
る
。

　

明
日
香
を
守
る
た
め
に
は
国
を
動

か
さ
な
け
れ
ば
―
。
鍼
灸
院
の
客
で

あ
っ
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
佐
藤
栄
作
総
理
大
臣

に
直
訴
状
を
書
き
、
朗
読
し
て
録
音

し
た
。
70
年
１
月
の
こ
と
で
あ
る
。録

音
テ
ー
プ
は
幸
之
助
さ
ん
が
届
け
た
。

　
「
古
代
日
本
の
政
治
と
文
化
の
母

胎
と
な
っ
た
飛
鳥
」
が「
近
代
化
の

浸
蝕
を
受
け
て
消
滅
」の
危
機
に
あ

る
と
訴
え
、「
遺
跡
保
存
」と「
住
民

生
活
の
向
上
」の
新
法
制
定
を
求
め

る
内
容
だ
っ
た
。

　

明
日
香
保
存
の
声
は
高
ま
っ
て
は

い
た
が
、
御
井
さ
ん
の
長
大
な
直
訴

テ
ー
プ
か
ら
あ
ふ
れ
出
す
熱
意
は
格

別
だ
っ
た
。「
こ
の
一
管
の
御
聴
許

を
機
に
、
首
相
閣
下
に
是
非
と
も
飛

鳥
の
古
京
趾
を
御
視
察
頂
け
れ
ば
」

の“
誘
い
”に
首
相
が
応
じ
、
明
日
香

村
を
訪
れ
た
の
は
半
年
後
の
70
年
６

月
。
明
日
香
特
別
措
置
法
は
、
時
間

を
要
し
た
が
、80
年
に
施
行
さ
れ
た
。

　

法
律
の
正
式
名
称「
明
日
香
村
に

お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生

活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
」は
御
井
さ
ん
の
直
訴
の
エ
ッ

セ
ン
ス
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　

世
界
遺
産
の
登
録
が
正
式
に
決
ま

る
の
は
７
月
19
日
か
ら
韓
国
・
釜
山

で
開
か
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

委
員
会
だ
と
い
う
。
今
年
初
め
刊
行

さ
れ
た「
奈
良
の
太
平
洋
戦
争
」（
久

門
た
つ
お
、
京
阪
奈
新
書
）
を
見
る

と
、
明
日
香
村
が
米
軍
の
空
襲
に
見

舞
わ
れ
た
の
は
45
年
７
月
19
日
。
機

銃
掃
射
で
犠
牲
者
が
出
た
。

　

古
代
国
家
誕
生
の
地
の
長
い
歴
史

と
、
そ
こ
に
暮
ら
し
た
人
た
ち
。
20

年
越
し
で
登
録
に
こ
ぎ
着
け
た
関

係
者
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
御
井
さ

ん
は
じ
め
先
達
、
先
人
の
献
身
を
思

う
。�

（
わ
）

宮 都 の 先 達

飛

●いくたま夏祭り
　11日、12日　生國魂神社にて

●天神祭
　24日、25日　大阪天満宮ほか

●住吉祭
　30日～８月１日　住吉大社にて

2026.7　せんだぎ　0203　2026.7　せんだぎ


